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平成２４年度の進捗状況（総括） 

 

計画全体の進捗状況については，「概ね順調」以上の指標数が９割程度で，その中

には，既に目標を達成した指標数が２つから６つに増加した状況も見られることから，

昨年度と同様に，概ね順調に進んでいると考えられる。 

また，分野別の進捗状況を見てみると，再生可能エネルギーの利活用による環境負

荷の少ないまちづくりや，環境教育や地域における環境保全活動の推進，大気や水，

音などに係る安全で安心な生活環境の確保などについては，目標に向け順調に進んで

いる。 

一方，ごみの発生抑制や資源の循環利用については，昨年度よりも改善は図れてい

るものの，目標を達成するためには，今後，取組の充実や強化が必要である。 

 

環境分野１ 地球環境 

【状 況】 

・ 環境意識の高まりから住宅用太陽光発電システム設置費補助の利用者が

年々増加しており，再生可能エネルギーの導入が順調に進んでいる。 

・ 自転車走行区間の新規整備は，「自転車のまち推進計画」に基づき，順調に

進んでいる。 

・ 公共交通の利用者については，全国的に減少傾向にあるが，本市において

は，地域内交通の導入等の取組により，歯止めがかかった。 

 

【今後の方向性】 

・ 温室効果ガスの排出量削減を目指して，引き続き，再生可能エネルギーの

利活用や省エネルギー機器の普及を進めるとともに，公共交通ネットワーク

の充実や自転車利用環境の整備などの低炭素型都市の形成につながる事業を

推進する。 

 

 環境分野２ 廃棄物 

【状 況】 

・ 不法投棄については，地域住民による清掃活動やパトロールを実施したほ

か，引越し時期に合わせてごみの分別方法の周知をするなど，ごみの適正処

理啓発を強化したことにより，不法投棄通報件数は，年々，減少しており，

目標達成に向け順調に進んでいる。 

・ 市民１人１日当たりのごみ排出量は，平成２２年度に実施した「プラスチ

ック製容器包装」の分別回収により，大幅に減少したが，平成２３年度から

分別に関する協力度が低迷するなどの要因で増加に転じ，平成２４年度も横

ばいで推移している。 

 

【今後の方向性】 

・ 廃棄物による環境負荷を抑制するため，引き続き，不法投棄の未然防止に

向けた取組を継続するとともに，市民の周知啓発徹底やルールの指導，生ご

みや剪定枝の資源化を検討するなど，ごみの発生抑制や適正な資源循環利用

を更に推進していく。 
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環境分野３ 自然環境 

【状 況】 

・ 身近な景観の保全や自然生態系に配慮した河川整備を推進することにより， 

市民が身近に自然と親しめる良好な景観と水の環境が創出されている。 

・ 一方，「生物多様性」という言葉の意味を知っている市民の割合は低く，身

近なこととして捉えられていないことが伺える。また，都市公園面積について

は，全体の公園面積は増えたものの，その増加率を上回る人口の増加により，

市民１人当たりの公園面積は減少した。 

 

【今後の方向性】 

・  人と自然の共生に向けて，自然環境等に関する効果的な情報の発信や魅力

ある公園づくりなど，適正な生態系の保全や自然を生かした都市の形成を更

に進めていく。 

 

環境分野４ 生活環境 

【状 況】 

・ 本市の生活環境は，公害関係法令の遵守や特定施設等の適正管理に係る指

導徹底等を図ったことにより，良好な状態が保たれている。 

・ 環境協定締結については，自主測定支援策の実施や取組内容の周知など，

締結事業者数の維持・拡大を進めてきたが，経済状況の悪化などから環境協定

の締結事業者が増えていない。 

 

【今後の方向性】 

・ 良好な生活環境を保全するため，引き続き，大気や水などの保全を図ると

ともに，事業者と連携した環境保全の取組を更に進めていく。 

 

環境分野５ 人づくり 

【状 況】 

・ 地域での広報活動や南図書館と連携したイベントの実施により，環境学習

センターで行われる環境講座の参加者数が目標数を達成するなど，市民の環

境配慮意識が向上している。 

 

【今後の方向性】 

・ 環境配慮行動を推進するため，更なる環境教育・環境学習の推進を図る  

ことにより，市民や事業者による自発的な行動を促進していく。 


